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1.  会社概要 
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平成24年9月30日現在 

設立  平成9年4月9日 
 

市場  東京証券取引所第一部（証券コード２３７２） 
 

資本金  62億8,644万円 
 

従業員数  連結：361名 （前年度比  30名増） 
 

株主総数  15,465名 （前年度比 334名減） 
 

株式会社アイロムホールディングス 

会社概要 
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2.  平成25年３月期第２四半期累計業績 
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（単位：百万円） 

24/3月期 
第２四半期累計 

実績 
 

25/3月期 
第２四半期累計 

実績 
（H24.11.13公表） 

百分比 百分比 
前期比 

増減率 

売上高 6,612 100.0% 3,633 100.0% ▲45.1% 

営業利益 110 2.4% 56 1.5% ▲49.1% 

経常利益 

又は損失（▲） 
44 1.7% ▲45 ― ―  

四半期純利益 

又は損失（▲） 
▲305 ― 405 2.9% ― 

平成25年３月期第２四半期累計連結業績 
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平成25年３月期第２四半期累計連結業績 
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特別利益の計上による四半期純利益の黒字化 

①平成24年7月27日付開示 
 

保有不動産の有効活用により財務体質の強化を図るため、連結子会社が保有す
る固定資産を譲渡したことによる特別利益193百万円を計上 

②平成24年8月3日付開示 
 

資産の効率化を図るため、当社が保有する投資有価証券（未上場有価証券１銘
柄）を譲渡したことによる特別利益237百万円を計上 



（単位：百万円） 

24/3月期 第２四半期 
累計実績 

25/3月期 第２四半期 
累計実績 

売上高 構成比 売上高 構成比 前期比 

増減率 営業利益 売上高比 営業利益 売上高比 

SMO事業 
1,373 20.8% 1,480 40.8% 7.8% 

169 12.3% 129 8.7% ▲23.8% 

メディカルサポート事業 
254 3.8% 278 7.7% 9.3% 

▲45 ― 3 1.2% ― 

医薬品等の販売事業 
1,904 28.8% 1,818 50.1% ▲4.5% 

42 2.2% 97 5.4% 128.5% 

その他の事業 
42 0.6% 55 1.5% 32.5% 

▲15 ― 38 68.6% ― 

3,038(※) 45.9% ― ― ― 

261 8.6% ― ― ― 

合  計 
6,612 100.0% 3,633 100.0% ▲45.1% 

110 1.7% 56 1.5% ▲49.1% 

※ 各事業の売上高はセグメント間の内部取引を除き、合計では内部取引および全社経費を控除した上、端数調整した数字を記載しております。 
  平成23年11月30日付 医薬品等の製造販売事業を担うアイロム製薬㈱の当社が保有しておりました全株式を譲渡いたしました。 
 
 

平成25年３月期第２四半期累計セグメント別業績 
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（百万円） 

平成25年 
3月期2Q 

有利子負債 
ゼロ 

51.0% 

平成25年 
3月期2Q 

安定水域 



（単位：百万円） 

21/3月期  
通期実績 

22/3月期 
通期実績 

23/3月期 
通期実績 

24/3月期 
通期実績 

25/3期 
2Q実績 

営業ＣＦ ▲780 345 720 ▲101 ▲13 

投資ＣＦ 608 174 40 2,525 2,188 

財務ＣＦ ▲562 ▲1,249 ▲852 ▲2,303 ▲1,175 
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平成２５年３月期２Q ポイント 
●営業ＣＦ： 売上債権の増加 
●投資ＣＦ： 有形固定資産の売却による収入 
●財務ＣＦ： 借入金の返済 

平成25年３月期第２四半期キャッシュ・フロー 



3.  平成25年３月期業績予想 
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（単位百万円） 

24/3月期 
通期実績 

25/3月期 
通期予想 

百分比 
H24.5.14 

公表 

H24.7.27 

公表 

H24.8..3 

公表 

H24.10.10 

公表 

H24.11.27 

公表 
百分比 

前期比 

増減率 

売上高 11,018 100.0% 8,150 8,150 8,150 6,370 6,370 100.0% 74.0% 

営業利益 ▲432 ― 110 110 110 210 210 3.3% ― 

経常利益 ▲1,697 ― 70 10 10 60 60 0.9% ― 

当期純利益 ▲364 ― 20 150 380 900 1,100 17.3% ― 

平成25年３月期連結業績予想 

11 



平成25年３月期連結業績予想 
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通期業績予想の修正および理由 

①平成24年7月27日付開示 
 

保有不動産の有効活用により財務体質の強化を図るため、連結子会社が保有す
る固定資産を譲渡したことによる特別利益193百万円を計上 

②平成24年8月3日付開示 
 

資産の効率化を図るため、当社が保有する投資有価証券（未上場有価証券１銘
柄）を譲渡したことによる特別利益237百万円を計上 

③平成24年10月10日付開示 
 

医薬品等の販売事業の事業譲渡による特別利益615百万円の計上およびメディカ
ルサポート事業、その他事業の収益改善 

④平成24年11月27日付開示 
 

当社の連結子会社で取り扱いをしている商品の販売契約の見直しに伴い、当社が
保有する独占販売権を譲渡したことによる特別利益238百万円を計上 



※ 各事業の売上高はセグメント間の内部取引を除き、合計では内部取引及び全社経費を控除した上、端数調整した数字を記載しております。 
  平成24年12月1日付 医薬品等の販売事業を事業譲渡。 

（単位百万円） 

24/3月期 通期実績 25/3月期 通期予想 25/3月期 第２四半期 
累計実績 

 H24.5.14公表  H24.11.27公表 

売上高 構成比 売上高 売上高 前期比 

増減率 

売上高 
進捗率 

営業利益 売上高比 営業利益 営業利益 営業利益 

ＳＭＯ事業 
2,642 24.0% 3,378 3,378 27.9% 1,480 43.8% 

92 3.5% 416 416 352.2% 129 31.0% 

メディカルサポート事業 
506 4.6% 528 555 9.7% 278 50.1% 

▲89 ― ▲68 8 ― 3 37.5% 

医薬品等の販売事業（※） 

3,835 34.8% 4,202 2,397 ▲37.5% 1,818 75.8% 

143 3.7% 102 62 ▲56.6% 97 156.5% 

その他の事業 
59 0.5% 100 100 69.5% 55 55.0% 

▲162 ― ▲36 64 ― 38 59.4% 

合 計 
11,018 100.0% 8,150 6,370 ▲42.2% 3,633 57.0% 

▲432 ― 110 210 ― 56 26.7% 

平成25年３月期セグメント別業績予想 
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4.  メディカルサポート事業 
平成25年３月期第２四半期累計実績ならびに 
平成25年３月期業績予想 
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売上高、営業利益推移（メディカルサポート事業） 
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5.  医薬品等の販売事業 
平成25年３月期第２四半期累計実績ならびに 
平成25年３月期業績予想 
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売上高、営業利益推移（医薬品等の販売事業） 
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6.  SMO事業 
平成25年３月期第２四半期累計実績ならびに
平成25年３月期業績予想 
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売上高、営業利益推移（SMO事業） 
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フェーズ別売上（SMO事業） 

20 



受注高、受注残高推移（SMO事業） 
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7.  今後の戦略 
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事業の選択と集中 
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【
主
要
子
会
社
】
 
 

SMO事業【北海道地区】 

100% 

SMO事業【疫学研究・調査】 

その他の事業 
【医療関係の企画立案及びコンサルテーション】 

㈱
ア
イ
ロ
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

㈱アイロム 
㈱シニア・ケアー 

㈱アイオロパス 
100% 

100% 

100% 

SMO事業 

㈱アイロムメディック 
100% 

メディカルサポート事業 

医薬品等の販売事業 【薬局の経営】 100% 
㈱アイロムロハス 

㈱アポテカ 

㈱ウイング湘南 
100% 

100% 

医薬品等の販売事業 医薬品等の販売事業 【ドラッグストアの経営】 

※平成24年12月1日付  事業譲渡 

SMO事業へ経営資源を集中 
CRO事業の始動 

【クリニックモール運営】 

【
主
要
子
会
社
】
 
 

SMO事業【北海道地区】 

100% 

CRO事業 

その他の事業 
【医療関係の企画立案及びコンサルテーション】 

㈱
ア
イ
ロ
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

㈱アイロム ㈱シニア・ケアー 

㈱アイクロス 

㈱アイオロパス 

100% 

100% 

100% 

SMO事業 

㈱アイロムメディック 

100% 

メディカルサポート事業 

平成24年12月１日～ 

【クリニックモール運営】 

㈱アイクロス 



国内における主な提携状況 

 

１，２９７施設 
平成２４年９月末 

提携施設数 
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２３５人 
平成２４年９月末 

CRC 

 

 １８人 
SMA 



国内臨床薬理・BE専門ユニット体制整備 
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【目的】 フェーズⅠ試験を受注し、フェーズⅡ、Ⅲを段階的に受注確保 

その１（案） 上記のほか、 
 ・五十嵐小児科 臨床治験センター（宮城、ベッド数：19床） 
 ・山梨県立中央病院（山梨） 



アジア・オセアニア地域における±２時間戦略 

① 

② 

③ 

④ 
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ハイブリッド型サービスとは、国内において「SMOを起点に国内でCRO業務を展開」するサービスと、 
海外においては「CROを起点に海外でSMO業務を遂行」するサービスの2種類に分類されます。 

SMOがベースである国内におけるハイブリッド型サービス CROがベースである海外におけるハイブリッド型サービス 

ベ
ー
ス
・
サ
ー
ビ
ス 

付
加
的
サ
ー
ビ
ス CRO 

業務 

 従来CROの業務として区分されていた 
サービスを、部分的にSMOが提供 

 CRO特有業務には関与をしない 

 国内SMOシェアの向上 

 国内SMO基盤をより強固なものにし、 
国内成長を基軸に多様な疾患領域を 
サポート 

 国・地域ごとに、進出魅力度、事業展開の
可能性を調査・分析し、ビジネスの可能性を
見極め、業務提携・M&A等を用いて戦略的
に海外CRO業務に参入 

SMO 
業務 

CRO 
業務 

SMO 
業務 

 日本で培ったSMOノウハウを、各国法令等
に遵守した形でCRO業務と合わせて提供 

 SMOノウハウ等、アイロムの強みを軸に 
差別化を図れない事業領域には関与しない 

Ａ国 

ハイブリッド業務領域 

Ｂ国 

Ｃ国 
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ハイブリッド型サービス 



「選択と集中」⇒「新たなる事業領域の構築」⇒「ハイブリッド型サービスの提供」 

ハイブリッド型サービスの提供 

①オーストラリアを拠点とするメリット～Quality, Cost, Speed 
・安価で早期に高品質な臨床試験を実現 
・臨床試験のデータに対する第三者機関の迅速な許認可体制 

③欧州から日本へ 
P-Ⅱ／Ⅲは日本で受注 

③北米から日本へ 
P-Ⅱ／Ⅲは日本で受注 

① 
② ② 

③ ③ 

②オーストラリアで取得した 
臨床試験データは欧州で申請可能 

②オーストラリアで取得した 
臨床試験データは北米で申請可能 
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8.  戦略的パートナーシップ契約 

29 



ディナベック株式会社との 
戦略的パートナーシップ契約締結の目的 

• 今般、当社と戦略的パートナーシップ契約を締結したディナベックは、 
特に、高性能かつ安全性の高いベクター技術を用いた遺伝子創薬と、 
iPS細胞関連技術を基盤とした細胞治療や再生医療の研究開発 
並びに事業化を目的としております。これらの技術的成果の導出並びに 
開発、販売等を推進するため、当社グループが保有する国内外での医療 
ニーズ並びに医療機関、医師等とのネットワークを通じたノウハウを提供 
する事で、新たなビジネスモデルを模索してまいります。 
 

• 今般の戦略的パートナーシップ契約を通じて新たな事業の柱を構築し、
ディナベックの保有する遺伝子治療や細胞工学を基にした再生医療等の
最先端の医療技術に、当社グループのビジネスノウハウを提供する事で、
国内外におけるその臨床研究開発成果の実用化を当社グループが牽引し、
医療・医薬の革新的な進歩と改革に邁進いたします。 
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平成24年11月13日付開示 



 

 

 ■ 本資料に記載されております当社の将来の業績に関わる見通しに 

    つきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が独自に 

    予測したものであり、リスクや不確定な要素を含んでおります。 

      従いまして、見通しの達成を保証するものではありません。 

 

 ■ 当社の内部要因や、当社を取り巻く事業環境の変化等の外部要因が 

    直接又は間接的に当社の業績に影響を与え、本資料に記載した見通しが 

    変わる可能性があることをご承知おき願います。 

資料取扱上のご注意 
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